


学生の環境保全活動の取り組み

■ hue学生プロジェクト‘12 ペーパーレス会議システムの導入について

学生の自主的かつ創造的な活動を支援することを目的とした「ｈｕｅ学生プロジェクト‘12」を募集し，環境部門として3件
のプロジェクトを実施しました。大学からプロジェクト1件当たり年間３０万円を上限とした支援を行い，学生による環境保全活
動を行いました。

ペーパーレス会議システムの導入

会議等にかかる資料の印刷経費及び用紙の削減を目的に，ペーパーレス会議システムを導入しました。

○ 蝶の通る道（函館校）

植物と昆虫の関係から生物多様性の重要性を考えるプロジェクトとして計画しま
した

○ 導入の背景
・全学の複写機（コピー）及び用紙の使用が増大している。
・会議資料の印刷・製本・配付等に多大の労力を要している。
・急を要する会議資料の印刷及び会議直前での資料の修正・差し替え等に苦慮している。

○ 導入後期待される効果
した。

大学構内の緑化だけではなく，これまで学生実習で得ている昆虫相のデータと，
植物を植えることで変化する昆虫相のデータとを比べることで，生物の多様性につ
いて考える機会を作ることを目指しました。

蝶が寄ってくるように園芸植物ではなく，身近に生育しているような植物を植え，
館 生育す 植物 そ 植物 り 生存す 虫 方を知 とが き よ

・会議資料印刷にかかる複写機使用及び用紙の削減が図られる。
・会議資料の印刷・製本・配付等の事前準備に係る労力が大幅に削減される。
・会議直前での資料の修正・差し替えに迅速に対応できる。

○ 導入時期
・平成２５年６月

函館に生育する植物，その植物の周りに生存する昆虫の両方を知ることができるよ
うにし，あわせて，大学敷地内は，地域住民の散歩コースにもなっているため，地
域の方々にも花々を楽しんでいただけたらと考えました。

○ 設置会議室等
・事務局第１・２・３・４・特別会議室，札幌駅前サテライト
・学長室・理事室・副学長室・事務局事務室
・各キャンパスＴＶ会議システム設置会議室

○ システム構成
○ ＤＩＹ（Do it yourself）workshop2012（旭川校）

旭川校L棟１階の壁を白く塗装し直し，学生の校内衛生管理に対する意識向上や学
内，学生間の交流を目的にこのプロジェクトを計画しました。

L棟1階の壁の汚れがいつも気になっていたこともあり 学内をきれいに保とうと

○ システム構成
・タブレット型端末台数１４８台

（事務局１２０台，各キャンパス（４箇所）×７台）

2013年 節電の取り組みについて

L棟1階の壁の汚れがいつも気になっていたこともあり，学内をきれいに保とうと
する意識が，今の学生には欠けていることを感じていたこともあり，これまでの先
輩方が行ってきた，学内清掃ボランティアを引き続き実施していくことが大切と考
えました。

単純な作業に思っていた壁塗りでしたが，予想以上に楽しく，白くきれいになっ
2013年 節電の取り組みについて

節電への取り組みについて

昨年度に引き続き 電力不足に対応するため 政府から昨年並みの節電を行うよう協力要請がありました

ていく壁を確認するたびに達成感を味わうことが出来ました。
何よりも活動動機であった「美しく使い続ける意識の向上・再確認」について達

成でき，終了時には「美しいということが，様々な意欲につながるのだ」と実感す
ることが出来ました。

昨年度に引き続き，電力不足に対応するため，政府から昨年並みの節電を行うよう協力要請がありました。

北海道教育大学では，大学の果たす社会的責任に鑑み，教育・研究等に支障のない範囲で，以下の節電対策を実施しています。

：

○ 身の回りの環境地図作品展 ワークショツプ2012（旭川校）

意見交流を通して，来年度も「私たちの身のまわりの環境地図作品展」に参加
節電対象 全学（附属学校，学生寄宿舎含む）

し，より地図学習に興味を持ってもらえるようにすること，あわせて，日頃なじ
みのない様々な防災グッズに親しみ，防災の意識を高めてもらうことを目的にこ
のプロジェクトを計画しました。

防災グッズを使用したゲームを行いました。海外の子供たちも積極的にゲーム
に参加し 子供たちの防災に関する意識を高めることができました また 来年

期 間 夏季 平成２5年 ７月１日（月） ～ 平成25年 9月30日（月）

冬季 平成25年12月１日（日） ～ 平成26年 3月31日（月）

節電目標 平成２２年度同月の最大需要電力（ｋｗ）を基準

夏季：１０％以上 冬季：８％以上 その他の期間：５％以上

節電対策

（1）意識改革

節電ポスターの掲示

電力使用状況の公表

に参加し，子供たちの防災に関する意識を高めることができました。また，来年
度の環境地図展へ向けた子供たちの意欲の向上を図ることができました。

夏季：１０％以上，冬季：８％以上，その他の期間：５％以上

電力使用状況の公表

（2）節電目標に対応した節電ロードマップの作成及び実行

（3）節電チェックリストを利用した節電点検の実施

（4）空調・暖房設備 空調機の温度設定を見直す

クールビズ・ウォームビズを実施し，室温設定を見直す

（ ） 設備 必 度を確保 間引き（5）照明設備 必要照度を確保して照明器具の間引き

可能な限りＬＥＤ電球への交換

使用していないエリアの消灯の徹底

昼休みの室内消灯の徹底

（6）空調 照明設備以外の設備 暖房便座を節電モードに設定

岩見沢校芸術課程美術コースメディアデザイン専攻学

（6）空調，照明設備以外の設備 暖房便座を節電モ ドに設定

洗面所ハンドドライヤーの使用中止

パソコン（ディスプレイ含む）の省エネモードへの設定及び

未使用時の電源オフ

エレベータの使用制限
生（小北研究室）が節電ポスターを作成し，構内の各
所に掲示しております。

上1階，下2階の移動はエレベータの使用を原則禁止し，

出来るだけ階段を利用
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社会的取り組み

地域貢献

キ ンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期） キャンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期）

本学には，様々な専門分野の教員がおり，その研究活動は多岐にわたり，各種審議会委員や講演会の講師，地域の環境活動等
を積極的に行っています。これら教員の研究活動から，環境保全及び環境教育に関わる教員の地域貢献を次に示します。

１ 各種審議会委員 ２ 講演会の講師

キャンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期）

並川 寛司 教 授
自然環境保全基礎調査植生調査北海道ブロック会議構成員 環境省 24.10.18～25.3.29

河川水辺の国勢調査〔ダム湖版〕アドバイザー 北海道開発局 24.6.5～25.3.31

北海道環境審議会委員 北海道 22.11.26～26.11.25

キャンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期）

札幌校 高橋 庸哉 教 授 平成24年度特別展「北海道の気象観測１４０年」関連講演
（一財）北海道開

拓の村
24.8.18

角 一典 准教授 家庭ごみ３Ｒセミナー 講師 旭川市 24.6.29

北海道旭川西

札幌校

森田 みゆき 教 授 札幌市環境審議会委員 札幌市 23.9.2～25.9.1

札幌市環境教育基本方針推進委員会委員 札幌市教育委員会 23.6.28～25.9.1

高橋 庸哉 教 授
札幌らしい特色ある学校教育推進検討プロジェクト委員
（北国札幌らしさを学ぶ【雪】分科会

札幌市教育委員会 24.6.1～25.3.31

旭川校
関口 朋彦 准教授 スーパーサイエンスハイスクール事業「環境講座」 講師

北海道旭川西
高等学校

24.12.22

和田 恵治 教 授 スーパーサイエンスハイスクール事業「環境講座」 講師
北海道旭川西

高等学校
24.7.12

釧路校 平岡 俊 講師 社員環境教育 講師
太平洋総合 24 7 21

今 尚之 准教授
札幌市環境プラザ事業検討部会委員 札幌市 24.7.13～26.3.31

奥沢水源地 保存・活用検討委員会委員 小樽市 24.7.24～25.3.31

小栗 祐美 教 授 函館市美しいまちづくり検討委員会 函館市 23.8.9～25.7.27

釧路校 平岡 俊一 講師 社員環境教育 講師
太平洋総合

コンサルタント
24.7.21

岩見沢校 能條 歩 教 授 自然体験活動推進協議会体験活動推進プロジェクト 講師
ＮＰＯ法人

CONE
24.11.3

函館校

根本 直樹 教 授 都市景観審議会委員 函館市 23.6.29～25.6.26

長谷 昭 教 授
函館市環境審議会委員 函館市 23.12.1～25.11.30

函館市緑化審議会委員 函館市 25.2.2～27.2.1

廣畑 圭介 講師 函館市福祉のまちづくり推進委員会委員 函館市 23.7.1～25.6.30

キャンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期）

旭川校 安藤 秀俊 教 授 環境科学 旭川医科大学 24.4.7～24.9.30

３ 他大学の非常勤講師

廣畑 圭介 講師 函館市福祉のまちづくり推進委員会委員 函館市 23.7.1 25.6.30

八重樫 良二
副学長
教 授

旭川市景観審議会委員 旭川市
22.9.24～24.9.23
24.9.24～26.9.23

旭川市景観アドバイザー 旭川市
22.9.24～24.9.23

24.10.30～26.10.29 キャンパス名 教員名 職名 名称 委嘱機関 期間（任期）

４ 地域の環境活動及び啓発活動

角 一典 准教授 旭川市ごみ減量等推進優良事業所認定審査会委員
（事業系ごみの減量とリサイクルを推進するため）

旭川市 24.11.13

川邊 淳子 准教授 旭川市廃棄物減量等推進審議会委員
（旭川市の一般廃棄物の減量化を推進するための審議）

旭川市 23.4.6～25.4.5

旭川市を緑にする会・副会長

釧路校

神田 房行 教 授
春採湖調査会調査員 釧路市 24.6.1～26.3.31

厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励補助審査会委員 厚岸町 24.4.18～25.3.31

蛭田 眞一 教 授
春採湖調査会調査員 釧路市 24.6.1～25.3.31

釧路川水系河川水辺の国勢調査アドバイザー 北海道開発局 24 5 1～25 3 31

旭川校

芝木 邦也 教 授
旭川市を緑にする会・副会長
（育英事業等のボランティア活動による緑化の推進，緑の啓発活動）

旭川市 24.6.18～25.3.31

西川 恒彦 教 授

北海道希少野生動植物保護対策検討委員会植物専門部会専門
委員

北海道 22.7.12～24.3.31

自然環境保全基礎調査植性調査北海道ブロ ク調査会議委員
環境省自然環境局

生物多様性 24 10 28 25 3 29

釧路川水系河川水辺の国勢調査アドバイザ 北海道開発局 24.5.1 25.3.31

伊庭 靖弘 講 師 春採湖調査会 顧問 釧路市 24.6.1～25.3.31

前田 和司 教 授 NPO法人北海道自然体験活動サポートセンター 理事
NPO法人北海道

自然体験活動
サポートセンター

23.4.1～25.3.31

自然環境保全基礎調査植性調査北海道ブロック調査会議委員 生物多様性
センター

24.10.28～25.3.29

氷見山 幸夫
教 授

環境美化検討会議参加者 旭川市 23.7.15～25.3.31

客員教授
（研究プロジェクトに参画し，地球環境学に関する総合的研究を行う）

総合地球環境学
研究所

24.4.1～25.3.31
能條 歩 教 授

NPO法人北海道自然体験活動サポートセンター 理事長
NPO法人北海道

自然体験活動
サポートセンター

23.4.1～25.3.31

（社）日本ネイチャーゲーム協会指導者養成委員
(社)日本ネイ

チャーゲーム協会
23.4.1～24.3.31

所

藤山 直之 准教授

旭川市環境審議会委員
（旭川市の環境の保全，創造に関する基本的事項を調査審議）

旭川市
22.11.20～24.11.19
24.12.27～26.12.26

道営農業農村整備事業等環境情報協議会委員 上川総合振興局 24.7.10～25.3.31

旭川市常盤公園改修事業基本計画検討懇談委員会 旭川市 24 9 24～25 2 28

岩見沢校

能條 歩 教 授 チャ ゲ ム協会

ゆうばり自然体験塾 塾長（アドバイザー）
ゆうばり

自然体験塾
24.4.9～25.3.31

ゆうばりネイチャーキッズクラブ運営委員会
キャンプディレクター

夕張市 24.7.1～24.8.1
旭川市常盤公園改修事業基本計画検討懇談委員会 旭川市 24.9.24 25.2.28

池田 保夫 教 授
釧路市廃棄物減量等推進審議会委員 釧路市 23.11.1～25.10.31

釧路市文化財保護審議会委員 釧路市教育委員会 23.12.1～25.11.30

神田 房行 教 授
釧路市文化財保護審議会委員 釧路市教育委員会 23.12.1～25.11.30

山本 理人 准教授 NPO法人北海道自然体験活動サポートセンター 理事
NPO法人北海道

自然体験活動
サポートセンター

23.4.1～25.3.31

山田 亮 講 師 NPO法人北海道自然体験活動サポートセンター 理事
NPO法人北海道

自然体験活動 23.4.1～25.3.31

釧路校

神田 房行 教 授
釧路市環境審議会委員 釧路市 23.12.8～25.12.7

佐々木 宰 教 授 釧路市景観審議会委員 釧路市 23.8.29～25.8.28

長澤 徹 教 授 釧路市地球温暖化対策地域協議会員 釧路市 23.11.28～25.11.27

釧路市環境審議会委員 釧路市 23 12 8～25 12 7

サポートセンター

平岡 俊一 講 師

釧路市環境審議会委員 釧路市 23.12.8～25.12.7

北海道環境審議会専門委員 北海道 24.5.30～24.11.25

再生可能エネルギー等導入推進基金事業評価委員会委員 北海道 24.8.22～26.8.21

岩見沢校 能條 歩 教 授 岩見沢市公害対策審議会委員 岩見沢市 23.10.1～25.9.30
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環境省「環境報告書ガイドライン２０１２」との対照表

北海道教育大学では，環境報告書をホームページ上で参照できるようにしています。

ホームページによる情報公開
項 目 掲載ページ

基本的事項

１．報告にあたっての基本的要件

（１）対象組織の範囲・対象期間 巻頭 北海道教育大学では，環境報告書をホ ムペ ジ上で参照できるようにしています。
（下記アドレスから「情報公開」→「刊行物・広報誌」→「環境報告書」を選択してください。）
2011年度報告書より，環境報告書の公表媒体は環境を配慮し，冊子による公表・配布は控え，ホームページのみの公表
としました。

本学ホームページ：URL://www.hokkyodai.ac.jp/

（２）対象範囲の捕捉率と対象期間の差異 巻頭

（３）報告方針 8

（４）公表媒体の方針等 29

２．経営責任者の緒言 1 y jp
３．環境報告の概要

（１）環境配慮経営等の概要 8

（２）ＫＰＩの時系列一覧 －

（３）個別の環境課題に関する対応総括 8

４．マテリアルバランス 10～13

「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標

１．環境配慮の取組方針，ビジョン及び事業戦略等

（１）環境配慮の取組方針 8

（２）重要な課題，ビジョン及び事業戦略等 9

２．組織体制及びガバナンスの状況

（１）環境配慮経営の組織体制等 8

（２）環境リスクマネジメント体制 8

（３）環境に関する規制等の遵守状況 9,14

３．ステークホルダーへの対応の状況

（１）ステークホルダーへの対応 16～23

（２）環境に関する社会貢献活動等 16～23（ ） 貢

４．バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況

（１）バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針，戦略等 －

（２）グリーン購入・調達 9

（３）環境負荷低減に資する製品・サービス等 －（３）環境負荷低減に資する製品 サ ビス等

（４）環境関連の新技術・研究開発 16～19

（５）環境に配慮した輸送 －

（６）環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 6

（７）環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 15（７）環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 15

「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標

１．資源・エネルギーの投入状況

（１）総エネルギー投入量及びその低減対策 10～13

（２）総物質投入量及びその低減対策 10～13（２）総物質投入量及びその低減対策 10 13

（３）水資源投入量及びその低減対策 10～13

２．資源等の循環的利用の状況(事業エリア内) 13

３．生産物・環境負荷の産出・排出等の状況

（１）総製品生産量又は総商品販売量等 －（１）総製品生産量又は総商品販売量等

（２）温室効果ガスの排出量及びその低減対策 10～13

（３）総排水量及びその低減対策 10～13

（４）大気汚染，生活環境に係る負荷量及びその低減対策 14,15

（５）化学物質の排出量 移動量及びその低減対策 14 15（５）化学物質の排出量，移動量及びその低減対策 14,15

（６）廃棄物等総排出量，廃棄物最終処分量及びその低減対策 14,15

（７）有害物質等の漏出量及びその防止対策 14

４．生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況 16～24

｢環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況｣を表す情報・指標｢環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況｣を表す情報・指標

１．環境配慮経営の経済的側面に関する状況

（１）事業者における経済的側面の状況 －

（２）社会における経済的側面の状況 －

２ 環境配慮経営の社会的側面に関する状況 26 27２．環境配慮経営の社会的側面に関する状況 26,27

その他の記載事項等

１．後発事象等 25

２．環境情報の第三者審査等 －

職員で事務局前花壇の雑草取りを実施しました。
（2013.8.29）
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